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成生 達彦教授 略歴

1952 年 6 月 16 日 東京都に生まれる

学 歴
1971 年 3 月 私立麻布学園高等学校卒業
1972 年 4 月 横浜国立大学経済学部入学（1976 年 3 月卒業）
1976 年 4 月 横浜国立大学大学院経済学研究科修士課程入学（1978 年 3 月修了）
1978 年 4 月 京都大学大学院経済学研究科博士後期課程入学（1981 年 3 月退学）
1985 年 8 月 ノースカロライナ州立大学大学院人文社会科学研究科経済学専攻博士課程入学（1989 年

5 月修了（Ph. D））
1994 年 11 月 経済学博士（京都大学）学位を受ける

職 歴
1981 年 4 月 南山大学経営学部研究生
1981 年 7 月 南山大学経営学部助手
1982 年 4 月 南山大学経営学部講師
1986 年 4 月 南山大学経営学部助教授
1994 年 4 月 南山大学経営学部教授
1998 年 4 月 京都大学大学院経済学研究科教授
2006 年 4 月 京都大学大学院経営管理研究部教授

現在に至る

学会活動
日本商業学会理事 2 期 4 年

代表理事 1 期 3 年（病気のため 2 年で辞任）
監事 2017 年 5 月～現在

日本応用経済学会副会長 2012 年 6 月～2016 年 6 月
会長 2016 年 6 月～現在

日本経済学会理事 2 期 4 年
社員 1 期 3 年
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